













































考えに基づき、Gr を発現する推定感覚ニューロンに高温感受性の陽イオンチャネル dTrpA1 を発現させ、強






Hot cells を除外した Gr28b.d発現ニューロンを強制活性化させた場合には、性的受容性の低下は見られなかっ









	 Hot cells は触角の端棘（arista）に細胞体をもち、触角葉の VP2 糸球体に投射するが、その出力は、二次介
在ニューロン(Frank et al., 2015; Liu et al., 2015)によって、前大脳側部（lateral protocerebrum: LP）などの脳の高
次領域に伝えられる。LP は性行動の高次統合中枢として機能する部位である(Yamamoto and Koganezawa, 
2013)。すなわち、この領域を神経支配する doublesex 陽性の pC1 ニューロンは、その強制活性化によって、





	 所属研究室では、対照群としてしばしば用いられる系統の 1 つ、w1118の雌を、低温（11℃）・短日（10L14D）・
飢餓（水のみを含む寒天培地）の条件で羽化直後から 1 週間飼育すると、卵黄の蓄積が起こるより前の段階
で、卵巣の発達が停止する（生殖休眠）ことを報告している (Ojima et al., 2018)。また、ミツバチの Major Royal 
Jelly Protein に相同な yellow-d遺伝子を過剰発現させると、生殖休眠が著しく増強される（未発表）。そこで、
yellow-d遺伝子に着目し、低温・短日条件で飼育した雌の、卵巣の発達状態や性的受容性への影響を調べた。 









	 CRISPR/Cas9 法で作製した yellow-dGAL4系統では、GAL4 発現細胞が、雌成虫の唾腺、後腸、内部生殖器で
観察された。一方、中枢神経系ではシグナルが見られなかった。今後、Yellow-d の機能解析を通じ、低温・
短日条件における雌の生殖機能変容のメカニズムが解明されることを期待したい。 
 
 
